
～平成29年度交付決定額： 千円 平成30年度申請額： 9,145 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

　本計画の実施により、市民の伝統文化に関する関心や意識が向上し、地域の文化遺産の保存と次世代への継承が
図られ、地域の活性化が期待できる。また、市と地域団体などが連携して様々な活動を行うことにより、地域間の
連携が期待される。今回事業を実施する寝屋地区では、地区の住民の少子高齢化で祭礼等への参加者が少なくなっ
ている（Ｈ29年度寝屋神社秋祭り300人）。一方、地区内では第二京阪道路開通後に区画整理事業が行われ、住宅開
発が進みつつある。現在は、こうした新たな住民の祭礼等への参加はほとんどないと聞くが、事業の実施によって
新住民の参加を図ることができれば、地域の活性化が期待される。

現在のところ、財政・人員の観点よりこれらの策定の予定はない。

地方公共団体
担当部局課

寝屋川市教育委員会　社会教育部　文化スポーツ室

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

寝屋川市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

事業の実施については、次の実行委員会が実施。
平成30年度寝屋川市地域文化遺産活性化実行委員会
構成団体：寝屋地区文化芸能保存会・寝屋自治会・寝屋地区青年会
寝屋川市が実施計画の調整・指導を行なう。主な担当課役割は、以下のとおり。
担当課：寝屋川市教育委員会社会教育部文化スポーツ室
役　割：文化財の取り扱い等の指導、国・府との調整等

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

　寝屋川市文化振興条例（平成21年度制定・別添）に基づき、寝屋川市の各地期の文化財の次世代への継承・発展
や文化遺産を活用した地域活性化を推進するため、以下の取り組みを実施する。また、計画期間中に取り組みを通
じて、地域団体による連携や協力関係の強化を目指す。平成30年度は、寝屋地区に伝えられる秋の禮大祭の保存・
継承を行って、地域の活性化を行なう。
（１）記録作成事業
（２）用具等整備

地域文化遺産活性化

平成 30 年度 ～ 平成

寝屋川市の文化遺産を活かした地域活性化
事業

【計画の改善時期】
　　平成   年度

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

年度

様式１－１



回 回回 回 回 回

平成 32 年度 平成 33 年度 平成 年度平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

平成 30 年度 100 回

設定根拠２： DVDの制作が事業年度後半になると想定され、今年度の利用回数は100回程度と想定される

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 29 年度 0 回 ⇒ 【目標値】

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２：
祭禮の記録映像として制作したDVDの図書館等での貸し出し
（または利用）回数

関連事業: ①

年度

人 人 人 人 人 人

修理しただんじりの曳行により、祭禮への参加者の増加が見込める

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成

設定根拠１：

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

目標区分１： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分１： 祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 寝屋地区秋の例大祭への参加住民数の増加 関連事業: ②

350 人平成 30 年度目標値１： ⇒【現状値】 平成 29 年度 【目標値】300 人

様式１－１別紙①



人 人人 人 人 人

事業区分：

事業②：

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 年度

寝屋地区秋の禮大祭に使用されてきた寝屋地区のだんじり(地車)を、再び祭禮で使用できる状態
に修理し、祭りの賑わいを取り戻す

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 寝屋地区秋の例大祭への参加住民数の増加

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 300 人 ⇒ 【目標値】 平成 30 年度 350 人

事業概要：

年度 100 回

33 年度 平成 年度31 年度 平成 32 年度 平成

⇒

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度

回 回

平成

寝屋川市の文化遺産を生かした地域活性化事業 実施団体： 平成30年度寝屋川市地域文化遺産活性化実行委員会

回 回 回

用具等整備 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成

具体的な指標： 図書館等でのDVDの閲覧（貸し出し又は閲覧）回数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0 回 【目標値】 平成 30

年度

回

 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①： 寝屋川市の文化遺産を生かした地域活性化事業 実施団体： 平成30年度寝屋川市地域文化遺産活性化実行委員会

評価指標区分： ・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）

～ 平成 年度

事業概要：
寝屋地区秋の禮大祭及びだんじり(地車)の修理の記録映像として制作したDVDを図書館等に配布
して多くの方に閲覧していただき、伝統文化の継承や文化財愛護の普及に寄与する

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 30 年度

様式１－１別紙②


